
米国AMI社製 

生活パフォーマンス測定システムについて 

2017年1月現在 

このシステムは、二つの世界的評価の確立した睡眠・覚醒リズム測定として

のアクチグラフと、眠気に反応する時間を測定できるPVT-192型の測定値

を、高度のコンピュータプログラムで有機的に結合させた生活パフォーマン

スシステムとしてご利用になれます。 

アクチグラフは客観的単純反応時間指標が1分毎に表示され、脳幹視床反応

として医学的見地から確立されています。 

厚生省が推進する、企業社員のメンタルヘルス不調やストレスチェックに役

立ち、「退社から翌日出社迄、勤務・一定の間隔確保に必要な測定」を、小

型・軽量の測定センサーを用いて、一般社会人だけでなく高齢者迄一律に、

普段の生活環境で自然な状態で測定出来ますので、生活習慣を数値データと

して把握できます。このことは、本人の生活習慣から固有の体質を知ること

が出来ることを意味します。 

最近の過労死の問題・勤務間インターバルの決定等にも生活パフォーマンス

測定データは役立ちます。 

疲労測定に有効なPVTテストにより、疲労は眠気に反応する時間で示され、

反応時間が数値データで表されるので、本システムを用いることにより、測

定対象の人たちに彼等自身が感覚的に疲労やストレスの程度を数値データと

して実感できます。疲れの状態を数値化して健康管理に生かす道も開けます。 

この点を活用して、運転事故防止や『老人ボケ』防止、ストレスがあっても

とやかく考えずに生活を気楽に送れるよう指導する等、一種の生活革命を

起こすきっかけに、この米国AMI社製測定システムをご活用下さい。詳細は

同封資料をご覧下さい。 

関係者各位 

米国AMI 社アジア総代理店 

サニタ商事株式会社 

〒160-0011 東京都新宿区若葉1-22 ローヤル若葉  
TEL: 03-3359-4341 FAX: 03-3359-4344 170127S-1



  米国AMI社製     アメリカ睡眠学会／日本睡眠学会公認最新アクチグラフ 

マイクロモーションロガー時計型アクチグラフ 

 優れた装着感覚により、より克明に睡眠／覚醒リズムの測定が可能 

 体内時計に適合する体内リズムの測定が可能 

 睡眠障害（不眠症・リズム障害）の診断・治療の補助記録として有用 

 薬物療法による投薬前後効果測定記録としての開発実績 

 小児から高齢者迄、幅広い層の生活能力測定ユニットとして 

 新生児と母親の同時測定には2種類の睡眠／覚醒判定アルゴリズムにて 

アクチグラフの測定が可能 

 毎日の活動中におけるビジランス（覚醒度）レベルを表にしてや数値化する 

 室内の点灯、消灯識別に照度と身体の動きの同時測定が可能 

 Periodic Leg Movements and Restless Legs Syndromeの記録として 

医療機器製造販売届出番号
13B2X00346AAA001 

170321S-1 



160610-1S 

照度・温度 同時測定データ例（エクセルソフト使
用） 

光：ルックス表示 

温度：華氏 

米 国 A . M . I . 社 ア ジ ア 総 代 理店  

サニタ商事株式会社 
〒160-0011 東京都新宿区若葉Ⅰ－22 ローヤル若葉 

TEL: 03-3359-4341  FAX: 03-3359-4344 
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米国AMI社製アクティグラフは学術研究水準の 
正確さで睡眠覚醒（Sleep/Awake)を自動的に識別します。 

Cole（コール）博士等の公式に従い１分ごとの分解能で連続３週間自動分析し下図を提供できま
す。 

上図に就床時間帯を示す様にクリック動作すると自動的に就床時間帯（青色表示区間）が示され、寝入り時
間（Sleep Latency）を知ることが出来ます。健常人以外の寝入り時間や、正確にこの時間を決定したい方は
自動分析値以外に上図の分析結果を基に一分ごとの寝入り時間を再チェックすることが出来、修正後は正し
い一日約２４時間の生活行動をグラフ表示できます。 

一日約２４時間の生活行動を活動時間帯（黒線グラフの区間）と睡眠時間帯（赤線表示区間）に自動分析
されます。睡眠時間帯でも体動が観察できること並びに一本の黒線は１／１０秒ごとに０．０１G以上の加
速度発生数（体動）を一分間積算した値を数値表示します。 

寝入り時間 
(Sleep Latency) 

拡大範囲 

寝入り時間 
(Sleep Latency) 

就床時間帯 

寝入り時間 
(Sleep Latency) 

22:49 22:52 

1日目 

2日目 

1日目 

2日目 

At this point, it is clear that our main item is the Motionlogger Micro Watch though we have been involved in price 

competition. 

012703S-2 



「睡眠／覚醒を自動判定」 

・・・基本労働時間 －－通勤時間－－食事・睡眠・余暇－－拘束時間・・・ 

睡眠／覚醒日内リズム変動測定を、睡眠研究

者の分析精度（日米睡眠研究者公認の測定レ

ベル）で利用できる。米国ではCPTコードカテ

ゴリーＩ（95803）民間保険請求ができる 

合理的在宅勤務体制に 

米国AMI社製マイクロモーションロガー 
時計型アクチグラフの活用をご検討下さい 

170127S-4 

「勤務間インターバルの決定」に生活パフォー

マンスデータ（眠気記録）を活用できる 

感覚に頼らず、「疲労を客観的に評価する」 

専門家用データを自動的に入手できる。 

「仕事と生活の調和」を合理的に認識する為に 

「復職判断」に睡眠／覚醒リズム変動データを

合理的に示せる 
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生活行動（パフォーマンス）曲線 

疲 労 の 分 析 

生活パフォーマンス
曲線 

（PVT相対値） 

・・・基本労働時間－－通勤時間－－食事・睡眠・余暇－－拘束時間・・・ 

・・・基本労働時間 －－通勤時間－－食事・睡眠・余暇－－拘束時間・・・ 

採血せずに、いつでも気ままに手首に 
米国AMI社製アクチグラフを着ければ 
退社から翌日出社迄、勤務時間と睡眠時間を 
記録出来ます。それにより勤務時間中どれだけ 
睡眠不足かがわかります。 

長時間の労働と休息（睡眠）の自動記録 

データ提供：名古屋工業大学 保健センター長 現名誉教授 粥川先生 

米国AMI社製 アクチグラフによる 

労働効率・評価システム 

緑色帯（健常帯） 

黄色帯 

（一晩不眠ﾚﾍﾞﾙ） 

赤色帯 

（二晩不眠ﾚﾍﾞﾙ） 

勤務間インターバル制度に役立つ 

・夜勤後の睡眠 ・過重労働による睡眠不足のチェック ・心身の不具合の発症／再発予防 

〈
認
知
速
度
効
率%

〉 

〈日々の経時的変化〉 

「米国AMI社製生活パフォーマンステスト」 

 150以上の 
論文ベースでの 
・睡眠時間記録 
・中途覚醒回数 

ラプス発生 
予想曲線 

（見落とし率） 

・・・注意力の変化・眠気の変化 

参照： Dr. Dinges D.F等, Dr. Hursh S.R等, AMI社総括 

160717C-1_rev160715C 



米国AMI社製 
生活パフォーマンス測定システムについて 

米国AMI 社アジア総代理店 
サニタ商事株式会社 
〒160-0011 東京都新宿区若葉1-22 ローヤル若葉 
TEL: 03-3359-4341/FAX: 03-3359-4344 

このシステムは、厚労省が推進する勤労者（働く人）のメンタ

ルヘルス不調、ストレスチェックに役立ちます。 

当然のことですが、職業人だけでなく、学生から高齢者迄一律

に、自然な状態で測定できます。 

生活習慣を数値データとして把握できます。 

また、その人固有の睡眠・覚醒リズムをいち早く知ることがで

きます。 

つまり、その人のバイオリズム（生体リズム）特性を知ること

を意味します。 

疲労測定に有効なPVTテストにより、疲労は眠気に反応する時

間で示され、反応時間が数値データで表されるので、本システ

ムを用いることにより、測定対象の人たち自身の主観的疲労度

やストレスを客観的数値データとして示す事ができます。 

これにより、運転事故防止や『老人ボケ』防止、ストレスが

あってもとやかく考えずに生活を気楽に送れるよう指導する等、

一種の生活革命を起こすきっかけに、この米国AMI社製測定シス

テムの活用を是非お勧め下さい。 



睡眠・疲労・生活パフォーマンス測定ユニット

と 米国AMI社製PVT-192型モニターについて 

眠気の客観的測定に、

 米国AMI社製PVT-192型モニター

をご利用下さい。 

光の点灯に合わせて、 PVTモニターのスイッチを押すと、

 反応時間が自動表示されます。

米国AMI社製アクチグラフを腕時計と同様に着けるだけで、

 外来診察室を訪れる患者の眠気発生状況を、

Act-Fastソフトを用いて、一目で確認出来ます。 

 Act-Fastソフトは

 医師の指示と診断に従って、

 患者の体調に応じた最良のタイミングで、

 PVT値を計測し、尚且つその時点の疲労状況を

別紙の数値データで知ることが出来ます。 

これらの測定データの信頼性は、実務的に、米国防省の実際の

データにより、信頼性を得ています。 



日中の自覚しない居眠り(マイクロスリープ)も計測できます 

マイクロモーションロガー型の解析データ。 

覚醒時の居眠り回数（緑色の▲部分）や睡眠時（赤い部分）の中

途覚醒回数などを計測し、疲れていると1分間あたりの活動量が

低下し居眠り状態が増えることが分かります。 

自覚しない居眠りの状態に落ちていることも解析できます。 

このように疲労を数値で客観的に表す事ができれば、さまざまな

疲労回復法について、本当に効果があるのかどのくらいの効果な

のかといったことも検証可能となります。 

米国AMI社製 

マイクロモーション型アクチグラフ 

米国AMI社製 

睡眠ウォッチマン型アクチグラフ 



睡眠／覚醒分析データ例 

【図1】 自然な生活習慣の中で過ごした様子を、科学的に生体リズムを測定し基礎データと
して保存しておきます。 

覚醒度曲線 

覚醒度 

2016年6月現在 

00:00 A O 

ACTIVE 

生活パフォーマンス分析データ例 

【図2】 図１の個人の基礎データをAct-FASTソフトに移行すると、その人の生活パフォーマンス
を自動的に解析し、日々の生活のストレス(緊張度）の変化を経時的に表示できます。更
に、緊張の高まりの具合、作業中の居眠り頻度を推定するため、作業に就く前に、画面を
クリックすると、その時点の疲労因子解析結果を表示します。 



引用 日本医師会インターネット生涯教育協力講座 
https://www.med.or.jp/cme/elearning.html 

総監修 久留米大学医学部神経精神医学講座 
教授 内村先生 

米国AMI社製アクチグラフ使用例アラカルト（1） 
～日本医師会インターネット生涯教育協力講座より～ 

https://www.med.or.jp/cme/elearning.html
https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-is/555156/1/AA1530031000.pdf
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https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-

is/555156/1/AA1530031000.pdf 

米国A.M.I社製アクチグラフ使用例アラカルト（2） 

～JAXA 2014宇宙医学研究センター年次活動報告書より～ 

https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-is/555156/1/AA1530031000.pdf
https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-is/555156/1/AA1530031000.pdf
https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-is/555156/1/AA1530031000.pdf


米国AMI社製アクチグラフ使用例アラカルト（3） 
～ゆとり勤務プログラム(労働時間短縮＋睡眠時間の確保)の効果評価 

高橋正也先生「労働安全衛生総合研究所特別研究報告」より～ 

引用 ゆとり勤務プログラム(労働時間短縮＋睡眠時間の確保)の効果評価 
高橋正也先生「労働安全衛生総合研究所特別研究報告」発表分 

https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-is/555156/1/AA1530031000.pdf


 アクチグラフ法のパイオニア米国エイエムアイ(AMI)社製アクチ

グラフ測定センサーは、単なる体動センサーではございません。

定評のある睡眠／覚醒の識別精度だけでなく

 睡眠／覚醒日内リズム変動測定

 ビジランス・レベルの連続測定

 覚醒期に発生する、Lapses(瞬間的意識喪失・遅延反応・

見落とし)

の発生予測を論理的に検出する性能

上記の測定を同時に分析出来る様に、VALIDATIONの確立した専

用分析ソフトと一体化した特殊な体動測定センサー、それが米国

エイ・エム・アイ社製アクチグラフです。 

米国AMI社製アクチグラフによる睡眠・覚醒の判定における 信

頼性はこのパテントにより保証されております。 

このデータを基に、睡眠・覚醒ソフトを使用し、疲労、Lapseを

自動測定し、それゆえ、米国の運輸省に認められております。 

引用 US20090149779A1 
United States Paten Application Publication 

米国AMI社製アクチグラフ使用例アラカルト（4） 
～US20090149779A1 

United States Paten Application Publicationより～ 

https://repository.exst.jaxa.jp/dspace/bitstream/a-is/555156/1/AA1530031000.pdf


1995年に、現在の米国睡眠医学会（AASM)が学術誌に加速度センサー式睡眠/覚醒記録ができる機器と
して米国A.M.I社製Actigraphを報告しています。 
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2.精神心理支援分野

交替勤務対策チーム

水野康・阿部高志・大島博・松本暁子・相羽達弥・山口孝夫（宇宙環境利用センター）

研究課題f『きぼう』運用管制チームの生活お

よび睡眠実態調査j

2008年3月より、国際宇宙ステーション「きぼ

う」日本実験棟の運用が開始され、以来、筑波

宇宙センターでは、総勢70名を超える「きぼうJ

運用管制チームが3交替24時間体制の勤務

に従事している。看護師や工場、サービス業を

はじめ、一般的な就業者の約 2割が夜勤を含

む交替勤務者と言われているが、 fきぽうJ運

用管制業務は、航空管制のような監視・交信を

主としながら、「きぼうJ運用に関する高い専門

性とチームワーク（1チーム 7～10人）が必要

なこと、国際宇宙ステーションの運用がグリニツ

ジ時刻（日本から－9時間の時差）であり、宇宙

飛行士の活動時間帯が日本時間の夕方～早

朝となること、管制業務中の休憩時間が国際

宇宙ステーションとの通信の途絶える 1時間

あたり 5～10分という短時間であること等の特

殊性を有している。これらの背景から、本研究

では「きぼうJ運用管制チームを対象とした睡

眠および生活実態の翻査と交替勤務対処案の

構築を目的として研究を進めている。

』ζ

日
の
経
過

12:00 

2013年度には質問紙調査を実施し、看護師

では約2～3割と言われている交替勤務性の

睡眠障害（ShiftWork Disorder: SWD）が、夜勤

に従事する管制員ではより高率に存在する可

能性を示唆する結果を得た。一方、質問紙から

得られた夜勤時の睡眠パターンや生活習慣等

とSWDの有無との間に明瞭な関係は認められ

なかった。これらのことから、夜勤時における睡

眠・覚醒リズムをより詳細かつ客観的に評価す

ることを目的として、2014年度には深夜勤務期

間前中後における約 1週間のアクチグラフィを

実施し、7人の管制員の協力を得た。得られた

結果を元に面談を行い、深夜勤務時における

睡眠実態に関する情報収集を行ったところ、交

替勤務への主観的適応度の高い対象では、連

続する深夜勤務期間中におけるほぽ安定した

睡眠時間（合計約6～9時間）が認められた。一

方、深夜勤務期間中における睡眠の問題点と

して、何らかの理由による睡眠時間の確保困

難、および長すぎる睡眠が認められ、これら睡

眠状態の客観的な把握が適正な睡眠パターン

の獲得に有効である可能性が示唆された。

'-......‘ •~L...曲臥
6:00 12:00 

経限・覚醒リズムの客観的評価に用いたAMI社製アクチグラフとその記録例。

配録iま機軸が時刻で商舗が12B寺の24時間、上段から下段にかけて臼が経過する8日分の昔日録。細い集線は毎分の活動
量を示し、脅緑の手書が就寝時間得。赤い細線が活動量から睡眠と判定された部分を示す。紫の宇野lまアクチグラフを外した

待問格。黄色の得で勤務時間帯を重ね望書きした。深夜勤務逮続中にも回中にほぼ適正な睡眠が確保されているのがわか

る。

This d。cumentis provided by JAX.A. 
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ヴィジランス測定チーム

阿部高志・水野康・太田敏子・須藤正道・緒方克彦・大島博・向井千秋

研究課題「眼球関連情報を用いたヴィジラン

ス評価法の開発J

【宇宙飛行士の覚醒度計測法】宇宙滞在中

の覚醒度計測法として精神運動ヴィジランス

課題（PsychomotorVigilance Test: PVT）が用

いられている。PVTは2秒から10秒に1回の

割合でカウンターが動き出したらすぐにボタン

押しを行うという検歪であり、所要時間は 10

分である（Basner& Dinges, 2011）。反応時間、

500 ms以上の反応遅延、反応する必要がな

い時に反応した数などをパフォーマンスの指

標とする。国際宇宙ステーション(International

Space Station:ISS）で、はテスト実施時間を3分

間に短縮したPVT-B(BriefPVT: Basner et al., 

2011)が用いられている。地上での実験室実

験により4時間睡眠及び6時間睡眠を続けた

者は、PVT中の反応遅延数が日ごとに増加し、

覚醒度が低下することが報告されている

(Van Dongen et al., 2003）。また、7時間睡眠を

7日間続けた場合もPVTの成績が低下してい

くことが分かっている（Belenkyet al., 2003）。一

方、自覚的眠気の増加のペースは日を追うご

とに減少することから、自覚的眠気は過小評

価されやすいことが示されている（VanDongen 

et al., 2003）。宇宙飛行士の覚醒度を客観的

に計測することが重要である。

【スペースシャトル・！SSでの覚醒度計測】宇宙

飛行士の活動量計測により、スペースシャト

ル滞在時の宇宙飛行士の平均睡眠時聞は

5.96h、ISS滞在時は6.09hであることが報告さ

れた（Bargeret al., 2014）。また、全測定日のう

ち6時間未満の睡眠を示した臼の割合は、ス

ペースシャトル滞在時は47.1%、ISS滞在時は

43.8%であった（Bargeret al., 2014）。宇宙滞在

時の睡眠時間は地上研究では覚醒度が低下

するレベルにあるため、宇宙滞在時も覚醒度

の低下が起こりうる（Bargeret al., 2014）。実際

にスペースシャトルで PVTを実施した研究で

は、打ち上げ直前（7目前）と宇宙滞在中に

PVTの成績がその前後と比較して低下してい

た（Dijket al., 2001）。また、予定していたISSで

のPVTデータの取得が既に完了しており、宇

宙飛行士24名のデータを対象として 2000回

分のデータの解析が進められている（Basner

& Dinges, 2014）。

【宇宙探査に向けた新規覚醒度評価法の必

要性と我々の試み】宇宙探査時は生体リズ

ム脱向調や高ストレス状況に伴う睡眠悪化に

より、覚度低下が深刻な問題となりうる。現状

では PVT測定中に他の作業を行えないこと、

各国 5分以上を要するため測定回数が限ら

れることが宇宙探査での覚醒度計測における

問題点となりうる。そこで、宇宙探査に向けて、

短時間かつ簡便で宇宙飛行士の作業を妨げ

ない覚醒度計測法が必要になる。現在、我々

は宇宙探査での実用化に向けた覚醒度計測

法を確立するため、短時間かつ高精度に覚

醒度を評価する指標を検討している。眼鏡型

のウェアラブ、ル装置や非接触型の眠気計測

法が国内外で開発されているが、我々が検討

中の指標はこれらの装置による覚醒度計測

の性能を向上させることができる。字宙滞在

中でも安全・簡便・高精度に覚醒度を測定で

きる装置を開発し、この装置を宇宙飛行士の

覚醒度評価に活用することで、宇宙飛行士の

健康維持とパフォーマンス向上に貢献し、宇

宙探査をより安全に遂行できるようになる。

（国立精神・神経医療研究センター 精神生理

This document is provided by JAXA. 
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米国 A .M . I社製

マイクロモーションロガー時計型
価  格  表

米 国 A M I 社 ア ジ ア 総 代 理 店 

サニタ商事株式会社 

〒160-0011 東京都新宿区若葉Ⅰ－22 ローヤル若葉 

TEL:03-3359-4341  FAX:03-3359-4344 

2016年11月29日現在 

161129P-2 

米国AMI社製アクチグラフは、豊富な製造経験とアクチグラフ法のパイオニア 

として研究目的・実用目的に対しても学術研究水準の性能を確立しています。 

<構 成＞ 

1.米国AMI社製 

  マイクロモーションロガー時計型アクチグラフ測定センサー 

一ケ  25万円 

2.同上用インターフェース  一ケ  2万円 

3.ウォッチウェアソフト  一組  20万円 

4.専用睡眠/覚醒判別ソフト（ＡＷ2ソフト） 一式  25万円 

＊ソフトは、初回にご購入いただければ、以降購入の必要はありません。 
＊但し、時代と共に進歩する測定センサーに合わせてWA2ソフトの内容が充実します。 
最新の米国A.M.I.社製WA2ソフトのご購入をおすすめします。 

＜主役はアクチグラフです＞ 

お手元の検出機器を活用し、不足部分に追加予算で補充してください。 

●血圧日内活動と睡眠/覚醒リズム変化

市販の血圧計 plus Action4ソフト 一式 20万円

●夜間SpO₂と脈拍数変化と脈拍数変化と睡眠/覚醒リズム変化

ドイツ オキシトルー社製 一台 80万円  plus Action4ソフト 一式 20万円

●連続3週間意識水準変化と眠気の発生数～シフトワークの健康管理に～

Act-FAST（疲労関連）ソフト 一式 80万円 plus Action4ソフト 一式 20万円

マイクロモーションロガー時計型アクチグラフは拡張使用に役立ちます 

Action4ソフトは優れた 
統計用ソフトです。 

多用途に使用できます。 

一式 20万円 



米国 A M I社製 

日常生活パフォーマンス測定ユニット

価  格  表

米 国  AMI 社 ア ジ ア 総 代 理 店 

サニタ商事株式会社 

〒160-0011 東京都新宿区若葉Ⅰ－22 ローヤル若葉 

TEL: 03-3359-4341  FAX: 03-3359-4344 

2016年11月29日現在 

<構 成＞ 

◆専用ソフト/インターフェース 

1. 一式  100万円 米国AMI社製専用解析ソフト

(AW2ソフト、Act-FASTソフト）

2. 同上用インターフェース 一ケ 2万円 

3. ウォッチウェアソフト 一組  20万円 

米国A.M.I社製生活パフォーマンス測定ユニット 

測定センサー5ケ付 

161129P-2 

◆専用測定センサー ※取引条件により変更可能 

米国AMI社製マイクロモーションロガー 

アクチグラフ   ５ケ一組 一式 ＠ 25万円 125万円 




